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Ⅰ 研 究の 成果(1000字 程 度)
(図表 も含め て分 か りや す く記入 の こ と)
自 己組 織 化 中 空錯 体 の 内 部 空 間 に、限 られ た数 の モ ノ マ ー を 精 密 に配 置 し、そ の重 合
反 応 を 行 った 。 メ タ ク リル 酸 メチ ル(MMA)ユ ニ ッ トを末 端 に 持 つ 配 位 子1a-1dと 、
Pd(NO3)2から、24個 のMMAユ ニ ッ トを 内部 に 閉 じ込 め たM12L24球状 錯 体2a-2dを 合
成 した(図1)。2a-2dのDMSO溶 液(0.79mM)に 、 ラ ジカ ル 開 始 剤 と してAlBN(2
当量)を 加 え、70℃ で17時
間撹 拌 し、錯 体内 でラ ジカル
重合 を行 った ところ、錯体2C
(n=3)の 内部 で は転化 率
55%で重 合が進行 した(図2
左)。転化率 はNMRに お ける
MMAユ ニ ッ トの積分値 の減
少率 か ら定量 した。 同様 の条
件下 で、2a,2b,2dからの重
合転 化 率 はそ れぞれ22,29,
44%であ った。 分子 モデ リン
グよ り、 錯体2cの 内部は、
MMAユ ニ ッ トが球 の 中心 で
最 も密集 し、 重合が進 行 しや
すい環境 であ ることが示唆 された(図2右)。 この球状錯体 によるモノマーの密集 効果
は、錯体 を組ませず配位子のみで、上記 の低濃度条件下で重合 を行 っても反応 が進 行 し
なか った ことか らも結論 づ けられ る。重合条件 を検討 した結果、70℃ で重合 を行 えば、
球状錯体 は壊 れず に内面でのみ重合 す ることが分か った。
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